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※は県例規集登載
【告示】

番 号 表 題 担当課名

２０８ 利用料金の額を承認した件 県民文化課

２０９ 基本測量を実施する旨の通知があった件 用地対策課

２１０ 道路の区域を変更する件 道路整備課

２１１ 土砂災害警戒区域を指定する件 砂防防災課

２１２ 土砂災害警戒区域の指定を解除する件 同

２１３ 土砂災害特別警戒区域を指定する件 同

２１４ 土砂災害特別警戒区域の指定を解除する件 同

２１５ 特定調達契約について一般競争入札により 教育委員会

落札者を決定した件

【公告】

番 号 表 題 担当課名

争議行為の予告 労働雇用戦略課

【人事委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

※ 職員の定年等に関する規則の一部を改正す

る規則

※ 給料等の支給に関する規則の一部を改正す

る規則

※ 退職手当の支給に関する規則の一部を改正

する規則



【人事委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

※ 給料の調整額に関する規則の一部を改正す

る規則

※ 初任給，昇格，昇給等の基準に関する規則

の一部を改正する規則

※ 通勤手当の支給に関する規則の一部を改正

する規則

※ 学校職員の給料等の支給に関する規則の一

部を改正する規則

※ 学校職員の特殊勤務手当の支給に関する規

則の一部を改正する規則

※ 警察職員の給料等の支給に関する規則の一

部を改正する規則

※ 給料の特別調整額に関する規則の一部を改

正する規則

※ 住居手当に関する規則の一部を改正する規

則

※ 単身赴任手当に関する規則の一部を改正す

る規則

※ 職員の勤務時間，休日及び休暇に関する規

則の一部を改正する規則

※ 職員の育児休業等に関する規則の一部を改

正する規則

※ 職員の修学部分休業に関する規則の一部を

改正する規則

※ 職員の高齢者部分休業に関する規則の一部

を改正する規則

※ 職員の自己啓発等休業に関する規則の一部

を改正する規則



【人事委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

※ 職員の配偶者同行休業に関する規則の一部

を改正する規則

※ 営利企業等の従事制限に関する規則の一部

を改正する規則

※ 職員の退職管理に関する規則の一部を改正

する規則

※ 勤務条件の措置の要求に関する規則の一部

を改正する規則

※ 不利益処分についての審査請求に関する規

則の一部を改正する規則

※ 県立学校の学校医，学校歯科医及び学校薬

剤師の公務災害補償の審査の請求に関する

規則の一部を改正する規則

※ 職員団体の登録に関する規則の一部を改正

する規則

※ 徳島県に公平委員会の事務を委託している

地方公共団体の職員の再就職者による依頼

等の届出に関する規則の一部を改正する規

則

【人事委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

１※ 勤務条件の措置の要求に関する手続規程の

一部を改正する告示

２※ 不利益処分についての審査請求に関する手

続規程の一部を改正する告示



徳
島
県
告
示
第
二
百
八
号

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
二
号

）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
の
利
用
料
金
の
額
を
次
の
と
お
り
承
認

し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

施
設
の
利
用
料
金
の
額

そ
の
一

利

用

料

金

の

額

区

分

午

前

午

後

夜

間

午

前

九

時

か

ら

午

後

一

時

か

ら

午
後
五
時
三
十
分
か
ら

正

午

ま

で

午

後

五

時

ま

で

午
後
九
時
三
十
分
ま
で

平

日

一
七
、
九
〇
〇
円

二
五
、
〇
九
〇
円

三
一
、
〇
三
〇
円

ホ

ー

ル

休

日

等

二
二
、
七
〇
〇
円

二
八
、
七
五
〇
円

三
八
、
三
三
〇
円

大

会

議

室

一
二
、
四
三
〇
円

一
六
、
六
五
〇
円

一
九
、
三
七
〇
円

第

一

会

議

室

四
、
九
一
〇
円

六
、
四
四
〇
円

七
、
六
一
〇
円

第

二

会

議

室

か

ら

第

六

会

議

室

ま

で

四
、
二
〇
〇
円

五
、
五
一
〇
円

六
、
六
七
〇
円

（
一
室
に
つ
き
）

第

一

楽

屋

か

ら

第

七

楽

屋

ま

で

八
〇
〇
円

一
、
一
五
〇
円

一
、
三
八
〇
円

（
一
室
に
つ
き
）

第

八

楽

屋

五
六
〇
円

六
八
〇
円

八
〇
〇
円

第

一

控

室

か

ら

第

三

控

室

ま

で

五
六
〇
円

六
八
〇
円

八
〇
〇
円

（
一
室
に
つ
き
）

第

一

茶

室

及

び

第

二

茶

室

一
、
〇
二
〇
円

一
、
二
七
〇
円

一
、
四
九
〇
円

（
一
室
に
つ
き
）



第

一

和

室

一
、
七
四
〇
円

二
、
二
一
〇
円

二
、
六
七
〇
円

第

二

和

室

二
、
五
六
〇
円

三
、
二
六
〇
円

四
、
〇
九
〇
円

リ

ハ

ー

サ

ル

室

八
、
一
九
〇
円

一
一
、
〇
三
〇
円

一
三
、
二
六
〇
円

そ
の
二

利

用

料

金

の

額

区

分

昼

間

夜

間

午

前

九

時

か

ら

午
後
五
時
三
十
分
か
ら

午

後

五

時

ま

で

午
後
九
時
三
十
分
ま
で

大

展

示

室

二
七
、
五
〇
〇
円

一
八
、
七
五
〇
円

第

一

展

示

室

五
、
五
一
〇
円

三
、
七
二
〇
円

第

二

展

示

室

か

ら

第

十

展

示

室

ま

で

四
、
二
〇
〇
円

二
、
八
三
〇
円

（
一
室
に
つ
き
）

特

別

展

示

室

一
二
、
五
七
〇
円

八
、
五
三
〇
円

備
考１

こ
の
表
そ
の
一
に
お
け
る
午
前
か
ら
午
後
ま
で
、
午
後
か
ら
夜
間
ま
で
又
は
午
前
か
ら
夜
間
ま

で
引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
の
額
は
同
そ
の
一
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
そ
の
二
に
お

け
る
昼
間
か
ら
夜
間
ま
で
引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
の
額
は
同
そ
の
二
の
区
分
に
応

じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
料
金
の
額
を
加
え
て
得
た
額
（
以
下
「
合
算
基
本
額
」
と
い
う
。
）
と
す

る
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
利
用
料
金
の
額
は
、
こ
の
表
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
表
の
区
分
に
応
じ
た
利
用
料
金
の
額
（
以
下
「
基
本
額
」
と
い
う
。
）
又
は
合
算
基
本
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
「
行
事
等
使
用
額
」
と
い
う
。
）

と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
催
物
又
は
行
事
に
ホ
ー
ル
又
は
展
示
室
を
使
用
す
る
場
合

百
分
の
七
十

イ

文
化
事
業
と
し
て
行
う
催
物
で
入
場
料
（
入
場
料
、
整
理
料
そ
の
他
名
義
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
入
場
者
か
ら
徴
収
す
る
入
場
の
対
価
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
徴
収
し
な
い
も
の

ロ

県
が
参
加
す
る
芸
術
祭
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
催
物
で
、
入
場
料
を
徴
収
し
な
い
も
の
又

は
著
し
く
低
額
の
入
場
料
（
そ
の
額
（
入
場
料
の
額
に
二
以
上
の
区
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ



て
は
、
そ
の
う
ち
の
最
高
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
五
百
円
以
下
、
展
示
室
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
百
五
十
円
以
下
の
入
場
料

を
い
う
。
）
を
徴
収
す
る
も
の

ハ

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
又
は
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
が
、
幼

児
、
児
童
、
生
徒
又
は
学
生
の
教
育
の
た
め
に
行
う
催
物
又
は
行
事

二

徴
収
す
る
入
場
料
の
額
が
千
円
を
超
え
る
催
物
（
前
号
ハ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に

ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合

イ

千
円
を
超
え
二
千
円
以
下
の
場
合

百
分
の
二
百
十

ロ

二
千
円
を
超
え
三
千
円
以
下
の
場
合

百
分
の
二
百
三
十

ハ

三
千
円
を
超
え
る
場
合

百
分
の
二
百
五
十

三

商
品
の
展
示
若
し
く
は
販
売
、
営
業
の
宣
伝
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
目
的
で
施
設
を
使
用

す
る
場
合
又
は
そ
の
施
設
の
本
来
の
使
用
の
目
的
以
外
の
目
的
に
施
設
を
使
用
す
る
場
合
（
知

事
が
別
に
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）

百
分
の
五
百

３

次
に
掲
げ
る
場
合
の
利
用
料
金
の
額
は
、
こ
の
表
及
び
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本

額
、
合
算
基
本
額
又
は
行
事
等
使
用
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
「
準
備
等
使
用
額

」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

一

ホ
ー
ル
又
は
展
示
室
を
催
物
又
は
行
事
の
準
備
等
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

二

リ
ハ
ー
サ
ル
室
を
県
内
の
文
化
芸
術
の
愛
好
者
で
組
織
す
る
団
体
が
リ
ハ
ー
サ
ル
の
た
め
に

使
用
す
る
場
合

４

使
用
の
許
可
に
係
る
使
用
時
間
を
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
超
え
て
使
用
し
た
場
合
の
当
該

超
え
た
時
間
に
係
る
利
用
料
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
そ
の
超
え
た
時
間
（
そ
の
超
え
た
時
間
が
一
時
間
に
満
た
な
い
場
合
の

当
該
満
た
な
い
時
間
及
び
そ
の
超
え
た
時
間
に
一
時
間
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
場
合
の
当
該

端
数
の
時
間
は
、
一
時
間
と
し
て
計
算
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

展
示
室
以
外
の
施
設

夜
間
に
係
る
基
本
額
、
行
事
等
使
用
額
又
は
準
備
等
使
用
額
に
百
分

の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額

二

展
示
室

基
本
額
、
行
事
等
使
用
額
又
は
準
備
等
使
用
額
に
百
分
の
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額

５

利
用
料
金
の
額
に
十
円
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
場
合
の
当
該
端
数
の
金
額
は
、
切
り
捨
て

る
。

６

こ
の
表
に
お
い
て
「
休
日
等
」
と
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
い
う
。

二

施
設
及
び
演
劇
、
音
楽
等
の
用
具
の
利
用
料
金
の
額

１

施
設

区

分

利
用
料
金
の
額

楽
屋
に
附
置
さ
れ
た
シ
ャ
ワ
ー

一
人
一
回
に
つ
き

一
〇
〇
円

２

演
劇
、
音
楽
等
の
用
具



ホ
ー
ル
関
係
用
具

(一)

単

位

区

分

利
用
料
金
の
額

（
一
回
に
つ
き
）

所
作
台

一

式

五
、
五
一
〇
円

花
道
所
作
台

一

式

一
、
三
三
〇
円

平
台

一

台

三
四
〇
円

人
形
浄
瑠
璃
舞
台

一

式

四
、
〇
九
〇
円

大
臣
囲
い

一

式

二
、
七
三
〇
円

大
ぜ
り

一

式

二
、
〇
八
〇
円

小
ぜ
り

一

式

九
七
〇
円

音
響
反
射
板

一

式

六
、
九
〇
〇
円

松
羽
目

一

式

二
、
〇
八
〇
円

竹
羽
目

一

式

一
、
三
三
〇
円

金
び
ょ
う
ぶ
（
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）

一

双

二
、
〇
八
〇
円

銀
び
ょ
う
ぶ
（
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）

一

双

二
、
〇
八
〇
円

旗

一

枚

一
六
〇
円

毛
せ
ん

一

枚

二
八
〇
円

上
敷
き

一

枚

二
三
〇
円

長
座
布
団

一

枚

二
八
〇
円

大
太
鼓

一

組

八
六
〇
円

雪
籠

一

個

五
六
〇
円

糸
桜

一

式

五
、
九
七
〇
円

め
く
り
板

一

枚

一
六
〇
円

地
が
す
り

一

枚

六
八
〇
円

浅
黄
幕

一

式

六
八
〇
円

し
ゃ
幕

一

式

九
七
〇
円

定
式
幕

一

式

一
、
三
三
〇
円



ド
ロ
ッ
プ

一

式

二
、
〇
八
〇
円

演
壇

一

卓

六
八
〇
円

花
台

一

式

三
八
〇
円

指
揮
台

一

台

二
三
〇
円

譜
面
台
（
指
揮
者
用
）

一

台

一
六
〇
円

譜
面
台
（
一
般
用
）

一

台

五
〇
円

司
会
用
テ
ー
ブ
ル

一

卓

二
八
〇
円

長
机

一

卓

一
六
〇
円

舞
台
用
椅
子

一

脚

五
〇
円

式
次
第
板
（
黒
板
）

一

式

二
八
〇
円

ピ
ア
ノ
（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
）

一

台

一
三
、
八
三
〇
円

ピ
ア
ノ
（
ヤ
マ
ハ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
）

一

台

六
、
九
〇
〇
円

十
六
ミ
リ
映
写
機
（
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

一

台

五
、
五
一
〇
円

ス
テ
ー
ジ
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
対
応
）

一

台

二
〇
、
二
一
〇
円

ス
テ
ー
ジ
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一

台

五
、
五
一
〇
円

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一

台

六
八
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン

一

式

二
、
〇
八
〇
円

場
内
拡
声
装
置

一

式

二
、
八
三
〇
円

補
助
音
響
調
整
卓

一

式

一
、
三
三
〇
円

ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
ッ
ク
ス

一

台

五
二
〇
円

コ
ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク

一

本

一
、
一
〇
〇
円

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ク

一

本

五
六
〇
円

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
マ
イ
ク
装
置

一

式

六
八
〇
円

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

一

本

一
、
三
三
〇
円

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
（
タ
イ
ピ
ン
型
）

一

本

一
、
三
三
〇
円

ス
テ
レ
オ
マ
イ
ク

一

本

二
、
二
〇
〇
円

三
点
づ
り
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
装
置

一

式

一
、
一
六
〇
円



ブ
ー
ム
ス
タ
ン
ド

一

本

二
八
〇
円

ス
テ
ー
ジ
ス
ピ
ー
カ
ー

一

個

六
八
〇
円

跳
ね
返
り
ス
ピ
ー
カ
ー

一

台

六
八
〇
円

ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク
デ
ッ
キ

一

式

六
八
〇
円

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
デ
ッ
キ

一

式

六
八
〇
円

エ
フ
ェ
ク
タ
ー

一

式

一
、
八
五
〇
円

ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
キ
サ
ー

一

式

一
、
一
三
〇
円

デ
ジ
タ
ル
マ
ル
チ
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

一

式

一
〇
、
四
七
〇
円

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

一

台

六
八
〇
円

デ
ジ
タ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー

一

台

九
二
〇
円

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一

列

五
六
〇
円

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト

一

列

六
八
〇
円

花
道
用
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一

列

三
八
〇
円

ア
ッ
パ
ー
ホ
リ
ゾ
ン
ト

一

列

六
八
〇
円

ロ
ア
ー
ホ
リ
ゾ
ン
ト

一

列

五
六
〇
円

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
（
一
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

一

台

五
〇
〇
円

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
（
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

一

台

三
四
〇
円

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
（
〇
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

一

台

二
八
〇
円

サ
イ
ド
つ
り
込
み
ス
ポ
ッ
ト

一

台

二
八
〇
円

ス
テ
ー
ジ
ス
ポ
ッ
ト

一

台

三
八
〇
円

ム
ー
ビ
ン
グ
ラ
イ
ト

一

台

一
、
六
九
〇
円

ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト

一

台

一
、
六
九
〇
円

フ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

一

台

二
八
〇
円

シ
ー
リ
ン
グ
ラ
イ
ト

一

式

一
、
九
六
〇
円

ト
ー
メ
ン
タ
ル
ス
ポ
ッ
ト

一

台

三
四
〇
円

ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル

一

台

六
八
〇
円



エ
フ
ェ
ク
ト
マ
シ
ン

一

台

六
八
〇
円

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト

一

台

三
八
〇
円

星
球

一

式

三
八
〇
円

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一

台

五
六
〇
円

ス
ト
ロ
ボ

一

台

六
八
〇
円

カ
ッ
タ
ー
付
き
ス
ポ
ッ
ト

一

台

六
八
〇
円

ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一

台

一
、
三
三
〇
円

ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン

一

台

三
、
三
六
〇
円

カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー

一

枚

五
〇
〇
円

持
込
器
具
の
定
格
消

費
電
力
一
キ
ロ
ワ
ッ

電
源
設
備

ト
（
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト

二
〇
〇
円

未
満
の
端
数
は
、
一

キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
す
る

。
以
下
同
じ
。
）

そ
の
他
の
用
具

(二)

区

分

単

位

利
用
料
金
の
額

ピ
ア
ノ
（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
グ
ラ
ン
ド
）

一
台
一
日

一
二
、
六
七
〇
円

ピ
ア
ノ
（
ヤ
マ
ハ
グ
ラ
ン
ド
）

一
台
一
日

二
、
七
三
〇
円

金
び
ょ
う
ぶ
（
二
・
一
メ
ー
ト
ル
）

半
双
一
日

一
、
三
三
〇
円

十
六
ミ
リ
映
写
機
（
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

一
台
一
日

二
、
七
三
〇
円

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台
一
日

五
、
五
一
〇
円

ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台
一
日

六
八
〇
円

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台
一
日

六
八
〇
円

展
示
台

一
台
一
日

五
〇
円

展
示
用
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
個
一
日

二
三
〇
円

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

一
式
一
日

一
、
三
三
〇
円

マ
イ
ク

一
本
一
日

五
六
〇
円

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
カ
セ
ッ
ト
タ
イ
プ
）

一
台
一
日

六
八
〇
円



移
動
用
ス
ク
リ
ー
ン

一
台
一
日

三
八
〇
円

机

一
卓
一
日

二
三
〇
円

椅
子

一
脚
一
日

五
〇
円

旗

一
枚
一
日

一
六
〇
円

譜
面
台

一
台
一
日

五
〇
円

ビ
デ
オ
再
生
装
置

一
台
一
日

二
、
二
一
〇
円

持
込
器
具
又
は
屋
外

電
源
設
備

照
明
器
具
の
定
格
消

二
〇
〇
円

費
電
力
一
キ
ロ
ワ
ッ

ト
一
日

備
考

２
の

の
表
に
お
い
て
「
一
回
」
と
は
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
五

(一)

時
ま
で
又
は
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
の
間
の
使
用
を
い
う
。

三

適
用
開
始
年
月
日

令
和
三
年
四
月
一
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
九
号

国
土
地
理
院
長
か
ら
、
次
の
よ
う
に
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

測

量

の

種

類

測

量

を

す

る

地

域

測

量

を

す

る

期

間

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地

徳
島
県
全
域

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら

図
情
報
）
修
正
）

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
三
月
二
十
三
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
東
祖
谷
若
林
二
二
五

番
三
地
先
か
ら

旧

五
・
九
〜
七
・
八

二
七
五
・
七

２

山
城
東
祖

同

二
二
五

３

谷
山

番
四
地
先
ま
で

同

新

八
・
一
〜
三
六
・
九

二
七
三
・
二



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

小
松
島
市

西
山

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（４）

大
田
浦

同

美
馬
市

谷
口
カ
ゲ

地
す
べ
り

三
好
市

馬
場

同

井
ノ
久
保

同

松
本

同

寺
野

同

大
谷

同

佐
連

同

小
川
谷

同

頼
広
左
岸

同

白
川
右
岸

同

尾
又

同

志
も
屋
敷

同

羽
瀬

同

日
浦
上

同

下
名
影

同

南
日
浦

同

桜

同

上
知
行

同

荒
倉

同

駒
倉

同

勝
浦
町

生
名
谷

土
石
流

佐
那
河
内
村

エ
ウ
ガ
西
谷

同

神
山
町

坂
丸

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（４）

美
波
町

奥
地

同

（上）

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
防
災
課
並
び
に
関
係
す
る
徳
島

県
東
部
県
土
整
備
局
、
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
及
び
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
の
各
庁
舎
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
二
号

次
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

小
松
島
市

大
田
浦

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

勝
浦
町

生
名
谷

土
石
流

佐
那
河
内
村

エ
ウ
ガ
西
谷

同

神
山
町

坂
丸

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（４）

美
波
町

奥
地

同

（上）

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
防
災
課
並
び
に
関
係
す
る
徳
島

県
東
部
県
土
整
備
局
及
び
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
の
各
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る

。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

小
松
島
市

西
山

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（４）

大
田
浦

同

神
山
町

坂
丸

同

（４）

美
波
町

奥
地

同

（上）

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
防
災
課
並
び
に
関
係
す
る
徳
島

県
東
部
県
土
整
備
局
及
び
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
の
各
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
四
号

次
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災

害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

小
松
島
市

大
田
浦

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

勝
浦
町

生
名
谷

土
石
流

佐
那
河
内
村

エ
ウ
ガ
西
谷

同

神
山
町

坂
丸

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（４）

美
波
町

奥
地

同

（上）

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
防
災
課
並
び
に
関
係
す
る
徳
島

県
東
部
県
土
整
備
局
及
び
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
の
各
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
五
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

学
習
情
報
蓄
積
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課
政
策
調
整
担
当

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
二
月
二
十
四
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

ア
ジ
ア
合
同
会
社

徳
島
市
中
昭
和
町
三
丁
目
六
番
地
二

五

落
札
金
額

四
千
百
五
十
四
万
九
十
二
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
三
年
一
月
十
五
日



公

告

徳
島
健
康
生
活
協
同
組
合
職
員
労
働
組
合
か
ら
、
春
闘
の
要
求
に
関
し
て
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
以

降
、
同
組
合
員
が
従
事
す
る
次
の
職
場
に
お
い
て
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
労
働
関

係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告

す
る
。令

和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
市
下
助
任
町
四
丁
目
九

徳
島
健
康
生
協
本
部

徳
島
市
吉
野
本
町
六
丁
目
三
〇
―
四

徳
島
健
康
生
協
健
康
づ
く
り
事
業
部

徳
島
市
下
助
任
町
四
丁
目
九

徳
島
健
生
病
院

三
好
市
井
川
町
吉
岡
一
二
七
―
二

健
生
西
部
診
療
所

阿
南
市
津
乃
峰
町
新
浜
一
二
―
二

健
生
阿
南
診
療
所

板
野
郡
北
島
町
中
村
字
東
開
一
四
―
一

健
生
き
た
じ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高
川
原
二
一
五
五

健
生
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

徳
島
市
北
前
川
町
五
丁
目
一
〇

健
生
歯
科

鳴
門
市
撫
養
町
木
津
字
西
小
沖
七
三
二
―
二

健
生
歯
科
な
る
と

徳
島
市
吉
野
本
町
六
丁
目
三
〇
―
四

健
生
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

健
生
さ
わ
や
か
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

と
く
し
ま
健
生
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
く
し
ま
健
生
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

徳
島
市
佐
古
六
番
町
一
〇
―
一
〇

健
生
か
が
や
き
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高
川
原
二
一
五
五

健
生
石
井
老
健
う
ぐ
い
す

徳
島
市
下
助
任
町
四
丁
目
九

と
く
し
ま
健
生
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

三
好
市
井
川
町
吉
岡
一
六
一
―
一

西
部
健
生
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

三
好
市
山
城
町
大
川
持
字
中
ハ
シ
五
八
三
―
四

西
部
健
生
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
山
城
出
張
所



三
好
市
池
田
町
サ
ラ
ダ
一
八
七
七
―
一

健
生
西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
で
し
こ



職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
則
（
規
則
四
―
一
〇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
五
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
」
に
、
「
（
別
記
様
式
第
一
号
）
」
を
「
（

様
式
第
一
号
）
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
（
別
記
様
式
第
二
号
）
」
を
「
（
様
式
第
二
号
）
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
（
別
記
様
式
第
三
号
）
」
を
「
（
様
式
第
三
号
）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第一号（第六条関係）

扶養親族（異動）届

年 月 日提出

任命権者 所属コード 所 属

殿

職員コード 職 名 氏 名

住 所

職員の給与に関する条例第７条第１項の規定に基づき，扶養親族の実情を届け出ます。

増 職員と 職員と 職業又は 収入 異動事由
・ 扶養親族氏名 生年月日 同居別
減 の続柄 居の別 勤 務 先 種類 金額 内容 事実発生日

備 考

※ 任命権者使用欄 受付日 年 月 日

年 月 日から扶養親族 名と認定し，

年 月 日から □ 扶養手当月額 円を支給する。

□ 扶養手当を支給しない。

決

裁

年 月 日 欄



（裏）

（記入上の注意）

１ 初めて扶養手当の支給を受ける場合は，「異動」の文字を抹消するとともに，扶養親族の全員

を記載すること。

２ 重度心身障害者である扶養親族を記載する場合は，「職員との続柄」欄にその旨を併記するこ

と。

３ 現在扶養手当の支給を受けている者で，扶養親族に異動のあつた場合は，異動事項を次のとお

り記載すること。

⑴ 親族が増加した場合は，既決の扶養親族と増加親族とを全員記載し，増加親族の「異動事由

」欄にその内容（婚姻，離職，出生等）及び事実発生日を記載するとともに，「増・減」欄に

「増」と朱書すること。

⑵ 親族が減少した場合は，既決の扶養親族を全員記載し，減少親族の「異動事由」欄にその内

容（離婚，就職，死亡等）及び事実発生日を記載するとともに，「増・減」欄に「減」と朱書

すること。

４ 「収入」欄には，給与収入，事業収入，年金収入等一切の収入について記載するものとし，「

種類」欄には「給与」，「年金」等と，「金額」欄には「月１０万円」，「年８５万円」等と記

載すること。

５ 扶養親族に職員以外の扶養義務者（扶養親族である者を除く。）がある場合（父母が扶養親族

である場合の兄弟姉妹等）は，当該扶養義務者について次に記載すること。

職員と 扶養親 扶養親族 職 業 収入 扶養義務者
親族氏名 生年月日 族との と同居別 又 は を扶養して

の続柄 続 柄 居 の 別 勤務先 種類 金額 いない理由



附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



退
職
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

退
職
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

退
職
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
一
〇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

「

「

口
座
番
号

（右
づ
め

）

口
座
番
号

（右
詰

様
式
第
二
号
中
「㊞

」
を
削
り
、

を
」

め

）

に
改
め
る
。

」

様
式
第
二
号
の
二
、
様
式
第
二
号
の
三
、
様
式
第
二
号
の
七
及
び
様
式
第
二
号
の
八
中
「㊞

」
を
削
る

。
様
式
第
三
号
の
表
面
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
裏
面
中
「記

載
し
て
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
の
表
面
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
裏
面
中
「記

載
し
て
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
の
二
の
表
面
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
裏
面
中
「記
名
押
印
又
は
署
名
の
い
ず
れ
か

」
を
「記

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
及
び
様
式
第
八
号
の
表
面
中
「㊞

」
を
削
る
。

様
式
第
九
号
の
表
面
及
び
様
式
第
十
号
の
表
面
中
「氏
名

㊞

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
号
の
二
の
表
面
中
「受

講
者
氏
名

㊞

」
を
「受

講
者
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
の
裏
面
中
「記

名
押
印
又
は
署
名
の
い
ず
れ
か

」
を
「記

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
号
の
表
面
中
「電

話
局

番

」
を
削
り
、
「氏

名
㊞

」
を

「氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
の
裏
面
中
「記

名
押
印
又
は
署
名
の
い
ず
れ
か

」
を
「記

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
号
の
表
面
及
び
様
式
第
十
五
号
の
表
面
中
「㊞

」
を
削
る
。

様
式
第
十
六
号
の
表
面
及
び
様
式
第
十
七
号
の
表
面
中
「申

請
者
氏
名

㊞

」
を
「申

請

者
氏
名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
七
号
の
二
の
表
面
中
「申

請
者
氏
名

㊞

」
を
「申

請
者
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
の
裏
面
中
「記

名
押
印
又
は
署
名
の
い
ず
れ
か

」
を
「記

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
号
の
表
面
中
「申

請
者
氏
名

㊞

」
を
「申

請
者
氏
名

」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
九
号
の
表
面
及
び
様
式
第
二
十
号
中
「㊞

」
を
削
る
。



様
式
第
二
十
号
の
二
の
表
面
及
び
様
式
第
二
十
号
の
三
の
表
面
中
「
（第

２
８
条
関
係

）
」
を
「
（第

２
８
条
関
係

）
（表

面

）
」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
一
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
市
町
村
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

小
学
校
、
中
学
校

特
別
支
援
教
育
に
直
接
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る
職
員

〇
・
八

、
中
等
教
育
学
校

及
び
高
等
学
校

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
一
四
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

「

別
表
第
一
の
ヘ
公
安
職
給
料
表
等
級
別
職
務
区
分
表
中

交
番
所
長

」

「

交
番
所
長

「

を

に
、

困
難
な
業
務
を
行
う
警
察
署
の
課
長

を

交
番
係
長

」

」

「

困
難
な
業
務
を
行
う
警
察
署
の
課
長

に
改
め
る
。

課
長
代
理

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
一
七
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
（
職
員
の
給
与
、
服
務
等
に
係
る
届
出
等
に
関
す
る
事
務
の

処
理
」
を
「
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
（
職
員
の
人
事
管
理
、
給
与
計
算
等
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。







附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
二
四
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
」
に
、
「
（
別
記
様
式
第
一
号
）
」
を
「
（

様
式
第
一
号
）
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
四
第
一
項
中
「
（
別
記
様
式
第
二
号
）
」
を
「
（
様
式
第
二
号
）
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
（
別
記
様
式
第
三
号
）
」
を
「
（
様
式
第
三
号
）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第一号（第六条関係）

扶養親族（異動）届

年 月 日提出

任命権者 所属コード 所 属

殿

職員コード 職 名 氏 名

住 所

徳島県学校職員給与条例第１０条第１項の規定に基づき，扶養親族の実情を届け出ます。

増 職員と 職員と 職業又は 収入 異動事由
・ 扶養親族氏名 生年月日 同居別
減 の続柄 居の別 勤 務 先 種類 金額 内容 事実発生日

備 考

※ 任命権者使用欄 受付日 年 月 日

年 月 日から扶養親族 名と認定し，

年 月 日から □ 扶養手当月額 円を支給する。

□ 扶養手当を支給しない。

決

裁

年 月 日 欄



（裏）

（記入上の注意）

１ 初めて扶養手当の支給を受ける場合は，「異動」の文字を抹消するとともに，扶養親族の全員

を記載すること。

２ 重度心身障害者である扶養親族を記載する場合は，「職員との続柄」欄にその旨を併記するこ

と。

３ 現在扶養手当の支給を受けている者で，扶養親族に異動のあつた場合は，異動事項を次のとお

り記載すること。

⑴ 親族が増加した場合は，既決の扶養親族と増加親族とを全員記載し，増加親族の「異動事由

」欄にその内容（婚姻，離職，出生等）及び事実発生日を記載するとともに，「増・減」欄に

「増」と朱書すること。

⑵ 親族が減少した場合は，既決の扶養親族を全員記載し，減少親族の「異動事由」欄にその内

容（離婚，就職，死亡等）及び事実発生日を記載するとともに，「増・減」欄に「減」と朱書

すること。

４ 「収入」欄には，給与収入，事業収入，年金収入等一切の収入について記載するものとし，「

種類」欄には「給与」，「年金」等と，「金額」欄には「月１０万円」，「年８５万円」等と記

載すること。

５ 扶養親族に職員以外の扶養義務者（扶養親族である者を除く。）がある場合（父母が扶養親族

である場合の兄弟姉妹等）は，当該扶養義務者について次に記載すること。

職員と 扶養親 扶養親族 職 業 収入 扶養義務者
親族氏名 生年月日 族との と同居別 又 は を扶養して

の続柄 続 柄 居 の 別 勤務先 種類 金額 いない理由



附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
二
八
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
八
条
の
二
中
「
第
三
条
」
を
「
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
及
び
第
七
条
」
を
「
並
び
に

第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
」
の
下
に
「
並
び
に
第
十
一
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
夜
間
学
級
業
務
手
当
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
へ
き
地
手
当
」
の
下
に
「
及
び
夜
間
学
級
業
務
手
当
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
夜
間
学
級
業
務
手
当
）

第
十
一
条
の
二

夜
間
学
級
業
務
手
当
の
月
額
は
、
給
料
月
額
に
百
分
の
五
（
管
理
職
手
当
を
受
け
る
者

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２

夜
間
学
級
業
務
手
当
は
、
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
引
き
続
き
十
六
日
以
上
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
し
な
い
。

一

出
張
中
の
場
合

二

研
修
中
の
場
合

三

勤
務
し
な
か
つ
た
場
合
（
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
休
職
の
場
合
及
び
病

気
休
暇
の
う
ち
公
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
通
勤
（
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
）
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は

疾
病
に
よ
る
場
合
を
除
く
。
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



警
察
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

警
察
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

警
察
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
四
○
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
規
定
す
る
」
を
「
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
（
別
記
様
式
第
三
号
）
」
を
「
（
様
式
第
三
号
）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第一号（第八条関係）

扶養親族（異動）届

年 月 日提出

任命権者 所属コード 所 属

殿

職員コード 階級又は職 氏 名

住 所

徳島県地方警察職員の給与に関する条例第１２条第１項の規定に基づき，扶養親族の実情を届

け出ます。

増 職員と 職員と 職業又は 収入 異動事由
・ 扶養親族氏名 生年月日 同居別
減 の続柄 居の別 勤 務 先 種類 金額 内容 事実発生日

備 考

※ 任命権者使用欄 受付日 年 月 日

年 月 日から扶養親族 名と認定し，

年 月 日から □ 扶養手当月額 円を支給する。

□ 扶養手当を支給しない。

決

裁

年 月 日 欄



（裏）

（記入上の注意）

１ 初めて扶養手当の支給を受ける場合は，「異動」の文字を抹消するとともに，扶養親族の全員

を記載すること。

２ 重度心身障害者である扶養親族を記載する場合は，「職員との続柄」欄にその旨を併記するこ

と。

３ 現在扶養手当の支給を受けている者で，扶養親族に異動のあつた場合は，異動事項を次のとお

り記載すること。

⑴ 親族が増加した場合は，既決の扶養親族と増加親族とを全員記載し，増加親族の「異動事由

」欄にその内容（婚姻，離職，出生等）及び事実発生日を記載するとともに，「増・減」欄に

「増」と朱書すること。

⑵ 親族が減少した場合は，既決の扶養親族を全員記載し，減少親族の「異動事由」欄にその内

容（離婚，就職，死亡等）及び事実発生日を記載するとともに，「増・減」欄に「減」と朱書

すること。

４ 「収入」欄には，給与収入，事業収入，年金収入等一切の収入について記載するものとし，「

種類」欄には「給与」，「年金」等と，「金額」欄には「月１０万円」，「年８５万円」等と記

載すること。

５ 扶養親族に職員以外の扶養義務者（扶養親族である者を除く。）がある場合（父母が扶養親族

である場合の兄弟姉妹等）は，当該扶養義務者について次に記載すること。

職員と 扶養親 扶養親族 職 業 収入 扶養義務者
親族氏名 生年月日 族との と同居別 又 は を扶養して

の続柄 続 柄 居 の 別 勤務先 種類 金額 いない理由



附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
四
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
交
通
機
動
隊
長
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
八
七
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式（第６条関係）

住 居 届

年 月 日提出

任命権者 勤務公署名 主な届出の理由（該当項目全てにレ印を付すること。）

□新規 （□本人分 □配偶者等分）

殿 □転居（受給継続） （□本人分 □配偶者等分）

職 名 氏 名 （□公署を異にする異動 □左記以外の理由）

□家賃額の改定 （□本人分 □配偶者等分）

□要件喪失 （□本人分 □配偶者等分）

所属コード 職員コード （□自宅へ転居 □公舎へ入居 □その他（ ））

□その他（ ）

上記事実の発生日 年 月 日

住居手当に関する規則第６条第１項の規定に基づき，居住の実情を届け出ます。

所在地

契約日 年 月 日 契約期間 年 月 日から 年 月 日まで

入居日 年 月 日 従前の住宅の退去日 年 月 日

本 種 類 □借家 □借間 □賄い付下宿 契約面積 ㎡

所有者 氏名 続柄 住所

人 貸 主 氏名 続柄 住所

名義上 □本人 □扶養親族 共同名義人が □いる （氏名 続柄 ）

分 の借主 （氏名 続柄 ） □いない

月額 円
左記家賃等には，

家賃等
（ 年 月 日から）

□電気，ガス又は水道の料金が含まれている。（光熱費込みの下宿代）

□食費等が含まれている。（賄い付下宿代）

所在地

契約日 年 月 日 契約期間 年 月 日から 年 月 日まで

入居日 年 月 日

配 種 類 □借家 □借間 □賄い付下宿 契約面積 ㎡

偶 所有者 氏名 続柄 住所

者 貸 主 氏名 続柄 住所

等 名義上 □本人 □扶養親族 共同名義人が □いる （氏名 続柄 ）

分 の借主 （氏名 続柄 ） □いない

月額 円
左記家賃等には，

家賃等
（ 年 月 日から）

□電気，ガス又は水道の料金が含まれている。（光熱費込みの下宿代）

□食費等が含まれている。（賄い付下宿代）

※ 任命権者使用欄 受付日 年 月 日

１ 上記のとおり

□確認し，規則第８条の家賃の額に相当する額は， 円であると算定する。（本人分）

□確認し，規則第８条の家賃の額に相当する額は， 円であると算定する。（配偶者等分）

□確認する。

２ 年 月 日から

□住居手当月額 円と認定し， 年 月 日から支給する。

□住居手当支給要件喪失とし， 年 月 日から支給しない。

決

裁

欄
年 月 日



（裏）

（記入上の注意）

１ 「本人分」とは，職員が居住する借家・借間をいい（条例第７条の５第１項第１号等），「配偶者等分」とは，単

身赴任手当を受給する職員の配偶者等が居住する借家・借間をいう（条例第７条の５第１項第２号等）。

２ 「従前の住宅の退去日」欄は，従前の住宅が住居手当の支給対象となつている場合に記入すること。

３ 「家賃等」欄には，権利金，敷金，食費，電気代，ガス代，水道代，共益費若しくは店舗付住宅の店舗部分その他

これに類するものに係る借料又は借り受けた住宅を他に転貸している場合の転貸部分に係る家賃等を含まない額を記

入すること。ただし，居住に関する支払額に電気，ガス若しくは水道の料金が含まれている場合（例：光熱費込みの

下宿代）又は居住に関する支払額に食費等が含まれている場合（例：賄い付下宿代）で家賃に相当する額の算出が困

難なときは，光熱費，食費等を含めた額（光熱費込みの下宿代又は賄い付下宿代）を記入して差し支えないこと。な

お，この場合には，右欄の該当する項目にレ印を付すること。



附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
一
二
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式（第７条関係）
１号紙

単身赴任届
年 月 日提出

任命権者 職 氏
殿 名 名

勤 務 公 署 名 所 在 地

所 属 コ ー ド 職 員 コ ー ド

□新規 □異動 □転居（□本人 □配偶者） □その他（ ）
届 出 の 理 由 □要件喪失（理由 ）

上記事実の発生日 年 月 日

単身赴任手当に関する規則第７条第１項の規定に基づき，配偶者等との別居の状況等を届け出ます。

１ 異動直前の居住状況等

本 人 の 住 居

□配偶者 □子（生年月日 ） □その他（続柄 ）

同 居 者
□子（生年月日 ） □その他（続柄 ）
□子（生年月日 ） □その他（続柄 ）
□子（生年月日 ） □その他（続柄 ）

２ 現在の居住状況等

異動の発令日 年 月 日 配偶者と別居した日 年 月 日

□配偶者の就業 □配偶者の就学 □配偶者の通院等
配偶者と別居 □配偶者による同居の子の養育（□就学 □保育所等 □通院等）

□配偶者による介護（□職員又は配偶者の父母 □同居の親族 □別居の親族）
し た 事 情 □配偶者による住宅の管理

□その他（ ）

本 人 の 住 居 入居日 年 月 日

□子（生年月日 ） □その他（続柄 ）
本人の住居に □子（生年月日 ） □その他（続柄 ）
おける同居者 □子（生年月日 ） □その他（続柄 ）

□子（生年月日 ） □その他（続柄 ）

異動直前の本人の住居と
配偶者の住居 □同じ

□異なる（ 入居日 ）

※ 任命権者使用欄 受付日 年 月 日

１ 上記のとおり
□確認し，交通距離 km（加算額 円）と算定する。
□確認する。

２ 年 月 日から
□単身赴任手当月額 円と認定し， 年 月 日から支給する。
□単身赴任手当支給要件喪失とし， 年 月 日から支給しない。

決
裁
欄年 月 日



（裏）

（記入上の注意）
１ 「届出の理由」欄について
⑴ 「異動」とは既に単身赴任手当の支給を受けている者が更に公署を異にする異動をした場合の当
該異動をいい，「転居」とは既に単身赴任手当の支給を受けている者が更に住居を移転した場合の
当該転居をいう。これらの場合には，「１異動直前の居住状況等」欄は記入を要しない。

⑵ 「要件喪失」に該当する場合は，以下の記入は要しない。
２ 「１異動直前の居住状況等」欄及び「２現在の居住状況等」欄において「異動」とは，別居の直前
の公署を異にする異動をいう。

３ 別居後に配偶者を欠くこととなった場合は，異動直前に配偶者がないものとした場合について記入
すること。

４ 配偶者のない者にあっては，「配偶者」とあるのを「異動直前に同居していた満１８歳に達する日
以後の最初の３月３１日までの間にある子」と読み替えて記入すること。

５ 在勤する公署が移転した者にあっては，「異動」とあるのを「移転」と読み替えて記入すること。
６ 国家公務員，地方公務員等から人事交流等により引き続き給料表の適用を受けることとなった者に
あっては，「異動」とあるのを「適用」と読み替えて記入すること。

７ 異動に伴い配偶者と別居した場合で，配偶者の住居が異動直前の本人の住居と同じときは，「⑵配
偶者の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法」欄は記入を要しない。

８ 異動に伴って配偶者とともに住居を移転し，その後に配偶者と別居した場合は，「⑴異動直前の住
居から勤務公署までの通勤経路及び方法」欄は記入を要しない。

９ 「通勤方法の別」欄及び「交通方法の別」欄には，通勤等の順路に従い，徒歩，○○線等の別を記
入すること。



２号紙
⑴ 異動直前の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法

順
通勤方法 区 間 距離 所要時間

順
通勤方法 区 間 距離 所要時間路 路

※
１ 住 居から まで ・ ㎞ 時間 分 １ 住 居から まで ・ ㎞ 時間 分

任
２ から まで ・ ㎞ 時間 分命２ から まで ・ ㎞ 時間 分

権
３ から まで ・ ㎞ 時間 分者３ から まで ・ ㎞ 時間 分

使
４ から まで ・ ㎞ 時間 分用４ から まで ・ ㎞ 時間 分

欄
５ から まで ・ ㎞ 時間 分 ５ から まで ・ ㎞ 時間 分

計 ・ ㎞ 時間 分 計 ・ ㎞ 時間 分

経路略図（経路朱線）

⑵ 配偶者の住居からの勤務公署までの通勤経路及び方法

順
通勤方法 区 間 距離 所要時間

順
通勤方法 区 間 距離 所要時間路 路

※
１ 住 居から まで ・ ㎞ 時間 分 １ 住 居から まで ・ ㎞ 時間 分

任
２ から まで ・ ㎞ 時間 分命２ から まで ・ ㎞ 時間 分

権
３ から まで ・ ㎞ 時間 分者３ から まで ・ ㎞ 時間 分

使
４ から まで ・ ㎞ 時間 分用４ から まで ・ ㎞ 時間 分

欄
５ から まで ・ ㎞ 時間 分 ５ から まで ・ ㎞ 時間 分

計 ・ ㎞ 時間 分 計 ・ ㎞ 時間 分

経路略図（経路朱線）

⑶ 配偶者の住居から本人の住居までの交通経路及び方法

順
交通方法 区 間 距離 所要時間

順
交通方法 区 間 距離 所要時間路 路

※
１ 住 居から まで ・ ㎞ 時間 分 １ 住 居から まで ・ ㎞ 時間 分

任
２ から まで ・ ㎞ 時間 分命２ から まで ・ ㎞ 時間 分

権
３ から まで ・ ㎞ 時間 分者３ から まで ・ ㎞ 時間 分

使
４ から まで ・ ㎞ 時間 分用４ から まで ・ ㎞ 時間 分

欄
５ から まで ・ ㎞ 時間 分 ５ から まで ・ ㎞ 時間 分

計 ・ ㎞ 時間 分 計 ・ ㎞ 時間 分

経路略図（経路朱線）



（裏）

（記入上の注意）
１ 「届出の理由」欄について
⑴ 「異動」とは既に単身赴任手当の支給を受けている者が更に公署を異にする異動をした場合の当
該異動をいい，「転居」とは既に単身赴任手当の支給を受けている者が更に住居を移転した場合の
当該転居をいう。これらの場合には，「１異動直前の居住状況等」欄は記入を要しない。

⑵ 「要件喪失」に該当する場合は，以下の記入は要しない。
２ 「１異動直前の居住状況等」欄及び「２現在の居住状況等」欄において「異動」とは，別居の直前
の公署を異にする異動をいう。

３ 別居後に配偶者を欠くこととなった場合は，異動直前に配偶者がないものとした場合について記入
すること。

４ 配偶者のない者にあっては，「配偶者」とあるのを「異動直前に同居していた満１８歳に達する日
以後の最初の３月３１日までの間にある子」と読み替えて記入すること。

５ 在勤する公署が移転した者にあっては，「異動」とあるのを「移転」と読み替えて記入すること。
６ 国家公務員，地方公務員等から人事交流等により引き続き給料表の適用を受けることとなった者に
あっては，「異動」とあるのを「適用」と読み替えて記入すること。



附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
規
則
七
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。様

式
第
一
号
中
「印

」
を
削
り
、
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１

「１
請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者

」欄
に
つ
い
て

⑴

「続
柄
等

」欄
に
は
,
請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者
の
請
求
者
と
の
続
柄
等

（請
求
に

係
る
子
が
条
例
第
７
条
第
１
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
,
そ
の
事
実

）を
記
入
す
る
こ
と
｡

⑵

「生
年
月
日

」欄
は
,
子
を
養
育
す
る
た
め
の
請
求
の
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と

｡

な
お

,
請
求
に
係
る
子
が
請
求
の
際
に
出
生
し
て
い
な
い
場
合
に
は
,

「生
年
月
日

」欄
に
出
産

予
定
日
を
記
入
し
,

「出
産
予
定
日

」の
□
に
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と
｡

⑶

「養
子
縁
組
の
効
力
が
生
じ
た
日

」欄
は
,
子
を
養
育
す
る
た
め
の
請
求
の
場
合
の
み
記

入
す
る
こ
と
｡

２

「２
要
介
護
者
の
状
態
及
び
具
体
的
な
介
護
の
内
容

」欄
に
つ
い
て

こ
の
欄
は
,
要
介
護
者
を
介
護
す
る
た
め
の
請
求
の
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
｡

３

「３
請
求
に
係
る
期
間

」欄
に
つ
い
て

⑴
子
を
養
育
す
る
た
め
に
早
出
遅
出
勤
務
を
請
求
す
る
場
合
に
は
,
当
該
請
求
に
係
る
子
が

小
学
校
,
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
の
課
程
を
修
了
し
た

以
後
の
最
初
の
３
月
３
１
日
以
前
の
日
を
早
出
遅
出
勤
務
終
了
日
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
｡

⑵
子
を
養
育
す
る
た
め
に
深
夜
勤
務
の
制
限
を
請
求
す
る
場
合
に
は
,
当
該
請
求
に
係
る
子

が
満
６
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３
１
日
以
前
の
日
を
深
夜
勤
務
制
限
終
了
日
と

し
て
請
求
す
る
こ
と
｡

４

「４
請
求
に
係
る
早
出
遅
出
勤
務
の
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
並
び
に
当
該
時
刻
と
す
る
理

由

」欄
に
つ
い
て

こ
の
欄
は
,
早
出
遅
出
勤
務
を
請
求
す
る
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
と
し
,
始
業
及
び
終
業

の
時
刻
は
,
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
早
出
遅
出
勤
務
に
係
る
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
の
う
ち

,
請
求
す
る
も
の
を
記
入
す
る
こ
と
｡

様
式
第
二
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
に
相

当
す
る
改
正
前
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号

に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
規
則
七
―
四
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「印

」
を
削
り
、
裏
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（裏面）

注

１ この請求書（非常勤職員の任期の更新等に伴う再度の育児休業及び育児休業

の期間の延長に係るものを除く。）には，請求に係る子の氏名，請求者との続

柄等及び生年月日を証明する書類（医師又は助産師が発行する出生（産）証明

書，母子健康手帳の出生届出済証明書，官公署が発行する出生届受理証明書又

は養子縁組届受理証明書，事件が係属している家庭裁判所等が発行する事件係

属証明書，児童相談所長が発行する委託措置決定通知書又は証明書等）を添付

すること（写しでも可）。

２ 「２ 請求の内容」欄の「１歳６か月までの子の育児休業」とは，条例第２

条の３第３号に掲げる場合に該当してする育児休業をいい，「２歳までの子の

育児休業」とは，条例第２条の４の規定に該当してする育児休業をいう（５に

おいて同じ。）。

３ 子の出生前に請求する場合は，「３ 請求期間」欄は出産予定日以後の期間

とし，「１ 請求に係る子」欄の記入及び証明書類の添付は，出生後，速やか

に行うこと。

４ 非常勤職員の任期の更新等に伴う再度の育児休業をしようとする場合は，所

属，職，氏名，「３ 請求期間」欄及び「４ 既に育児休業をした期間」欄の

みを記入すること。

５ 「５ 配偶者」欄は，非常勤職員が１歳２か月までの子の育児休業（条例第

２条の３第２号に掲げる場合に該当してする育児休業をいう。），１歳６か月

までの子の育児休業又は２歳までの子の育児休業をしようとする場合に記入す

ること。

６ 「６ 備考」欄には，(ア)請求に係る子以外に３歳に満たない子を養育する場

合（条例第２条の５に規定する期間に，職員（当該期間内に産後休暇（職員の

勤務時間，休日及び休暇に関する規則別表第２の１６に規定する特別休暇（分

べんの日後の期間に係るものに限る。）をいう。）又は職員の勤務時間，休日

及び休暇に関する条例第１７条の規定により任命権者が定める分べんのための

休暇（分べんの日後の期間に係るものに限る。）により勤務しなかった職員を

除く。）が当該請求に係る子について最初の育児休業をする場合を除く。）に

おいては，その氏名，請求者との続柄等及び生年月日, (イ)請求に係る子が養子の

場合においては，養子縁組の効力が生じた日，(ウ)請求に係る子以外の子につい

て現に育児休業の承認を受けている場合においては，その旨並びに当該承認に

係る子の氏名及び当該承認の請求に係る期間等について記入すること。

７ 該当する□には, レ印を記入すること。



様
式
第
二
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
、
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
育
児
休
業
等
計
画
書
は
,
育
児
休
業
承
認
請
求
書
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請
求
書
と
同

時
に

（変
更
の
届
出
の
場
合
は
,
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
後
遅
滞
な
く

）提
出
す
る
こ
と

｡

２

「請
求
期
間

」欄
に
は
,
育
児
休
業
承
認
請
求
書
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請
求
書
に
記

載
し
た
請
求
期
間
を
記
入
す
る
こ
と

｡

３
子
の
出
生
前
に
提
出
す
る
場
合
は
,

「２
請
求
に
係
る
子

」欄
の
記
入
は
,
出
生
後
,
速

や
か
に
行
う
こ
と
｡

４
変
更
の
届
出
の
場
合
は
,
１
か
ら
３
ま
で
の
記
載
事
項
の
う
ち
変
更
す
る
箇
所
の
み
記
入
す

る
こ
と

｡

５
該
当
す
る
□
に
は
,
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と

｡

様
式
第
三
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「レ

印

」
を
「,

レ
印

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
、
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
こ
の
請
求
書

（育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
の
延
長
に
係
る
も
の
を
除
く
｡

）に
は
,
請
求
に

係
る
子
の
氏
名
,
請
求
者
と
の
続
柄
等
及
び
生
年
月
日
を
証
明
す
る
書
類

（医
師
又
は
助
産
師

が
発
行
す
る
出
生

（産

）証
明
書
,
母
子
健
康
手
帳
の
出
生
届
出
済
証
明
書
,
官
公
署
が
発
行

す
る
出
生
届
受
理
証
明
書
又
は
養
子
縁
組
届
受
理
証
明
書
,
事
件
が
係
属
し
て
い
る
家
庭
裁
判

所
等
が
発
行
す
る
事
件
係
属
証
明
書
,
児
童
相
談
所
長
が
発
行
す
る
委
託
措
置
決
定
通
知
書
又

は
証
明
書
等

）を
添
付
す
る
こ
と

（写
し
で
も
可

）｡

２
子
の
出
生
前
に
請
求
す
る
場
合
は
,

「３
請
求
期
間

」欄
は
出
産
予
定
日
以
後
の
期
間
と

し
,

「１
請
求
に
係
る
子

」欄
の
記
入
及
び
証
明
書
類
の
添
付
は
,
出
生
後
,
速
や
か
に
行

う
こ
と

｡

３

「勤
務
の
日
及
び
時
間
帯

」欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
日
に
勤
務
を
希
望
す
る
場
合
等
当
該

欄
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
,

「６
備
考

」欄
に
必
要
な
事
項
を
記
入
す
る
こ
と

｡

４

「６
備
考

」欄
に
は
,
(
ア
)
請
求
に
係
る
子
以
外
に
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
場
合

に
お
い
て
は
,
そ
の
氏
名
,
請
求
者
と
の
続
柄
等
及
び
生
年
月
日
,
(
イ
)
請
求
に
係
る
子
が
養

子
の
場
合
に
お
い
て
は
,
養
子
縁
組
の
効
力
が
生
じ
た
日
,
(
ウ
)
請
求
に
係
る
子
以
外
の
子
に

つ
い
て
現
に
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
,
そ
の
旨
並
び
に
当

該
承
認
に
係
る
子
の
氏
名
及
び
当
該
承
認
の
請
求
に
係
る
期
間
等
に
つ
い
て
記
入
す
る
こ
と

｡

５
該
当
す
る
□
に
は
,
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と

｡

様
式
第
五
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
、
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
こ
の
請
求
書
に
は
,
請
求
に
係
る
子
の
氏
名
,
請
求
者
と
の
続
柄
等
及
び
生
年
月
日
を
証
明

す
る
書
類

（医
師
又
は
助
産
師
が
発
行
す
る
出
生

（産

）証
明
書
,
母
子
健
康
手
帳
の
出
生
届

出
済
証
明
書
,
官
公
署
が
発
行
す
る
出
生
届
受
理
証
明
書
又
は
養
子
縁
組
届
受
理
証
明
書
,
事

件
が
係
属
し
て
い
る
家
庭
裁
判
所
等
が
発
行
す
る
事
件
係
属
証
明
書
,
児
童
相
談
所
長
が
発
行

す
る
委
託
措
置
決
定
通
知
書
又
は
証
明
書
等

）を
添
付
す
る
こ
と

（写
し
で
も
可

）｡

２
部
分
休
業
の
承
認
が
,
職
員
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
取
り
消
さ
れ
た
場
合
は
,
そ
の
旨
を
裏



面
に
記
入
す
る
こ
と

｡

３
該
当
す
る
□
に
は
,
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と

｡

様
式
第
五
号
の
裏
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（裏面）

決 裁 欄

日 付
休 業 の 承 認 を

時間数 備 考
取 り 消 す 時 間

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分



附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。



職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
七
―
五
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「印

」
を
削
り
、
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
こ
の
申
請
書
に
は
,
申
請
に
係
る
教
育
施
設
の
入
学
を
証
明
す
る
書
類

（合
格
通
知
,
教
育

施
設
が
発
行
す
る
入
学
証
明
書
等

）を
添
付
し
,
後
日
,
在
学
証
明
書
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
予

定
表
を
提
出
す
る
こ
と

（写
し
で
も
可

）｡

２

「３
修
学
内
容
等

」欄
は
,
修
学
内
容
及
び
修
学
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
公
務
に
関
す
る
能

力
の
向
上
を
考
え
て
い
る
か
記
入
す
る
こ
と
｡

３

「５
休
業
時
間

」欄
は
,
申
請
期
間
の
全
期
間
又
は
確
定
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
記
入
す

る
こ
と
｡

４
年
間
を
通
じ
て
申
請
す
る
場
合
に
お
い
て
,
夏
休
み
等
の
休
校
期
間
等
修
学
部
分
休
業
を
取

得
す
る
必
要
が
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
は
,
そ
の
旨
及
び
期
間
を

「６
備
考

」欄
に
記
入
す

る
こ
と
｡

５
修
学
部
分
休
業
を
承
認
さ
れ
た
職
員
が
,
承
認
さ
れ
た
当
該
部
分
休
業
の
全
部
又
は
一
部
を

取
り
消
す
場
合
に
お
い
て
は
,
当
該
部
分
休
業
の
日
及
び
時
間
等
に
つ
い
て
裏
面
に
記
入
す
る

こ
と
｡

様
式
第
一
号
の
裏
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（裏面）

決 裁 欄

日 付
休 業 の 承 認 を

時間数 備 考
取 り 消 す 時 間

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分

時 分～ 時 分 時間

時 分～ 時 分 分



様
式
第
二
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
に
相
当
す
る
改
正

前
の
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の

間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
七
―
六
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「印

」
を
削
る
。

様
式
第
二
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
の
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
職
員
の
高
齢
者

部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
七
―
七
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。注

１
こ
の
申
請
書
に
は
,
次
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

｡

ア
申
請
に
係
る
教
育
施
設
の
入
学
を
証
明
す
る
書
類

（合
格
通
知
,
教
育
施
設
が
発
行
す
る

入
学
証
明
書
等

）又
は
国
際
貢
献
活
動
と
し
て
の
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
が
決
定
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
類

イ
大
学
等
課
程
の
履
修
又
は
国
際
貢
献
活
動
の
内
容
及
び
期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

２

「履
修
の
期
間

」欄
に
は
,
大
学
等
の
課
程
に
在
学
し
て
履
修
し
よ
う
と
す
る
期
間
を
記
入

す
る
こ
と

｡

３

「活
動
組
織

」欄
に
は
,

「青
年
海
外
協
力
隊

」,

「シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

」,

「

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

」等
を
記
入
す
る
こ
と

｡

４

「国
内
訓
練

」欄
に
は
,
例
え
ば
,
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
が
行
う
派
遣
前
訓
練
等

の
準
備
行
為
に
参
加
す
る
期
間
を
記
入
す
る
こ
と

｡

５

「５
備
考

」欄
に
は
,
以
前
に
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
自
己

啓
発
等
休
業
の
内
容

（大
学
等
課
程
の
履
修
又
は
国
際
貢
献
活
動
の
別
及
び
休
業
期
間

）,
自

己
啓
発
等
休
業
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
延
長
を

申
請
す
る
理
由
そ
の
他
任
命
権
者
が
承
認
の
可
否
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る

事
項
を
記
入
す
る
こ
と

｡

６
該
当
す
る
□
に
は
,
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と

｡

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
別
記
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
職
員
の
自
己

啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
別
記
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
七
―
九
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改

め
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
こ
の
申
請
書
に
は
,
配
偶
者
の
滞
在
事
由
及
び
期
間
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

｡

２
期
間
の
再
度
の
延
長
を
申
請
す
る
場
合
に
は
,

「２
申
請
に
係
る
配
偶
者

」欄
の

「外
国

滞
在
事
由

」欄
の
最
上
欄
の
括
弧
内
に
,
当
該
延
長
が
必
要
な
事
情
を
記
入
す
る
こ
と
｡

３

「３
職
員
及
び
配
偶
者
の
外
国
滞
在
中
の
住
所

（居
所

）
」欄

は
,
申
請
時
点
で
未
定
の

場
合
に
は

「未
定

」と
記
入
し
,
申
請
期
間
の
初
日
の
前
日
ま
で
に
外
国
滞
在
中
の
住
所

（居

所

）を
定
め
,
届
け
出
る
こ
と
｡

４

「６
備
考

」欄
に
は
,
以
前
に
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
配
偶

者
同
行
休
業
の
内
容

（配
偶
者
の
外
国
滞
在
事
由
及
び
休
業
期
間

）,
配
偶
者
同
行
休
業
の
期

間
を
初
め
て
延
長
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延
長
を
申
請
す
る
理

由
そ
の
他
任
命
権
者
が
承
認
の
可
否
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
記
入

す
る
こ
と
｡

５
該
当
す
る
□
に
は
,
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と
｡

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
規
則
別
記
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
職
員
の
配
偶

者
同
行
休
業
に
関
す
る
規
則
別
記
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
に
関
す
る
規
則
（
規
則
八
―
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
（
別
紙
様
式
）
」
を
「
（
別
記
様
式
）
」
に
改
め
る
。

別
紙
様
式
中
「別

紙
様
式

」
を
「別

記
様
式

（第
４
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、
「基

づ

き
､

」
を
「基

づ
き
,

」
に
、
「の

べ

」
を
「延

べ

」
に
改
め
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
記
入
欄
記
載
の
字
句
に
つ
い
て
は
,
該
当
の
も
の
に
○
印
を
付
し
,
必
要
な
事
項
を
記
入
す
る

こ
と
｡

別
紙
様
式
を
別
記
様
式
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
に
関
す
る
規
則
別
記
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
営
利
企
業
等

の
従
事
制
限
に
関
す
る
規
則
別
紙
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
（
規
則
八
―
一
〇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



勤
務
条
件
の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

勤
務
条
件
の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

勤
務
条
件
の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
（
規
則
九
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

記
名
押
印
に
」
を
「
記
名
に
」
に
、
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
記
名
押
印
に
」
を
「
記
名
に
」
に
、
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な

け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
記
載
し
、
当
該
共
同
要
求
者
全
員
が
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
（
規
則
九
―
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
一
項
中
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

記
名
押
印
に
」
を
「
記
名
に
」
に
、
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
提
出
さ
れ
な
か
つ
た
」
を
「
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
二
項
中
「
署
名
押
印
し
て
」
を
「
署
名
し
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
三
項
中
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
三
項
中
「
記
名
押
印
し
た
」
を
「
記
名
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
記
名
押
印

に
」
を
「
記
名
に
」
に
、
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
請
求
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
請
求
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
請
求
に
関
す
る
規

則
（
規
則
九
―
四
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
記
名
押
印
し
て
」
を
「
記
名
し
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
（
規
則
一
一
―
四
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「様

式
第
１
号

」
を
「様

式
第
１
号

（第
２
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

「す
べ
て

」
を
「全

て
」
に
改
め
、
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

こ
の
申
請
書
に
は
,
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
第
２
条
第
２
項
及
び
第
３
項
に
定
め

る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
二
号
中
「様

式
第
２
号

」
を
「様

式
第
２
号

（第
２
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

「す
べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
中
「様

式
第
３
号

」
を
「様

式
第
３
号

（第
２
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

「す
べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
中
「様

式
第
４
号

」
を
「様

式
第
４
号

（第
２
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

「し
た
が
つ
て
組
織
さ
れ
た

」
を
「基

づ
き
組
織
さ
れ
た

」
に
改
め
、
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

徳
島
県
内
の
公
立
学
校
の
職
員
を
も
つ
て
組
織
す
る
職
員
団
体

（県
内
の
一
の
地
方
公
共
団

体
の
公
立
学
校
の
職
員
の
み
を
も
つ
て
組
織
す
る
も
の
を
除
く
｡

）に
あ
つ
て
は
,
本
文
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
も
の
と
す
る
｡

本
団
体
は
,
教
育
公
務
員
特
例
法
第
２
９
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
組
織
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
｡

様
式
第
五
号
中
「様

式
第
５
号

」
を
「様

式
第
５
号

（第
３
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

「お
届
け
し
ま
す

」
を
「届

け
出
ま
す

」
に
、
「
（備

考

）
」
を
「備
考

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
中
「様

式
第
６
号

」
を
「様

式
第
６
号

（第
４
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

「お
届
け
し
ま
す

」
を
「届

け
出
ま
す

」
に
改
め
、
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

こ
の
届
書
に
は
,
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
第
２
条
第
２
項
第
３
号
に
定
め
る
書
類

を
添
付
す
る
こ
と
｡

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
職
員
団
体
の
登
録
に
関

す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。



徳
島
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等

の
届
出
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

徳
島
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
再
就
職
者
に
よ
る
依

頼
等
の
届
出
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等

の
届
出
に
関
す
る
規
則
（
規
則
一
一
―
七
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

勤
務
条
件
の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
手
続
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

勤
務
条
件
の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
手
続
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

勤
務
条
件
の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
手
続
規
程
（
平
成
十
六
年
徳
島
県
人
事
委
員
会
告
示
第
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
資
料
を
添
付
す
る
場
合
に
は
,
こ
の
措
置
要
求
書
正
副
と
も
に
各
１
部
ず
つ
添
付
す
る
こ
と

｡

２
代
理
人
に
よ
っ
て
措
置
要
求
を
す
る
場
合
は
,
代
理
人
資
格
証
明
書

（様
式
第
２
号

）を
添

付
す
る
こ
と

｡

様
式
第
二
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
代
理
人
に
よ
っ
て
措
置
要
求
を
す
る
場
合
に
用
い
る
こ
と
｡

２
措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
権
限
又
は
判
定
の
送
達
を
受
け
る
権
限
を
委
任
し
な
い
場
合
に
は

,

（

）内
の

「措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
権
限

」又
は

「判
定
の
送
達
を
受
け
る
権
限

」の

文
言
を
抹
消
す
る
こ
と
｡

様
式
第
三
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と

｡

様
式
第
四
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
か
ら
（
注
３
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
資
料
を
添
付
す
る
場
合
に
は
,
こ
の
措
置
要
求
書
正
副
と
も
に
各
１
部
ず
つ
添
付
す
る
こ
と

｡

２
こ
の
共
同
措
置
要
求
書
正
副
と
も
に
,
共
同
要
求
者
名
簿

（様
式
第
５
号

）を
添
付
す
る
こ

と
｡

３
総
代
選
任
届

（様
式
第
６
号

）を
提
出
す
る
こ
と
｡
な
お
,
代
理
人
に
よ
っ
て
措
置
要
求
を

す
る
場
合
に
は
,
併
せ
て
代
理
人
資
格
証
明
書

（様
式
第
２
号

）も
提
出
す
る
こ
と
｡

「

「

様
式
第
五
号
中

印

を

に
改
め
、
（
注
１
）
及
び
（

」

」

注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
総
代
を
含
め
共
同
要
求
者
全
員
の
氏
名
,
住
所
,
生
年
月
日
,
職
名
及
び
所
属
を
記
載
す
る

こ
と
｡

２
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と
｡

「共
同
要
求
者
の

「共
同
要
求
者
の

様
式
第
六
号
中

を

に
改
め
、

氏
名

印

」

氏
名

」

（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注



１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
共
同
要
求
者
全
員
が
記
名
す
る
こ
と
｡
共
同
要
求
者
が
多
数
の
場
合
は
,
共
同
要
求
者
の
氏

名
欄
に

「○
○
ほ
か
何
名

」と
記
載
し
,
他
の
要
求
者
に
つ
い
て
は
別
紙
に
記
名
す
る
こ
と
｡

様
式
第
七
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
権
限
又
は
判
定
の
送
達
を
受
け
る
権
限
を
委
任
し
な
い
場
合
に
は
,

（

）内
の

「措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
権
限

」又
は

「判
定
の
送
達
を
受
け
る
権
限

」の
文
言

を
抹
消
す
る
こ
と
｡

様
式
第
八
号
中
「印

」
を
削
る
。

「併
合
に
係
る
要
求
者
の

「併
合
に
係
る
要
求
者
の

様
式
第
九
号
中

を

に

氏
名

印

」

氏
名

」

改
め
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
併
合
に
係
る
要
求
者
全
員
が
記
名
す
る
こ
と
｡
併
合
に
係
る
要
求
者
が
多
数
の
場
合
は
,
併

合
に
係
る
要
求
者
の
氏
名
欄
に

「○
○
ほ
か
何
名

」と
記
載
し
,
他
の
要
求
者
に
つ
い
て
は
別

紙
に
記
名
す
る
こ
と
｡

様
式
第
十
号
中
「印

」
を
削
る
。

様
式
第
十
一
号
中
「要

求
者
の
氏
名

印

」
を
「要

求
者
の
氏
名

」
に
改
め
、

（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
措
置
要
求
の
一
部
を
取
り
下
げ
る
場
合
に
は
,
取
り
下
げ
る
部
分
を
記
載
す
る
こ
と
｡

２
措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
権
限
の
委
任
を
受
け
て
い
る
代
理
人
に
よ
っ
て
取
下
げ
を
す
る
場

合
に
は
,
要
求
者
の
氏
名
欄
に
代
理
人
が
記
名
す
る
こ
と
｡

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
勤
務
条
件
の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
手
続
規
程
の
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
勤
務
条
件

の
措
置
の
要
求
に
関
す
る
手
続
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



徳
島
県
人
事
委
員
会
告
示
第
二
号

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
手
続
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
三
年
三
月
二
十
三
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

祖

川

康

子

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
手
続
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
手
続
規
程
（
平
成
十
六
年
徳
島
県
人
事
委
員
会
告
示
第

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「審
査
請
求
人

（又
は
代
理
人

）の

「審
査
請
求
人

（又
は
代
理
人

）の

様
式
第
一
号
中

を

に

氏
名

印

」

氏
名

」

改
め
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
処
分
説
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
,
こ
の
審
査
請
求
書
に
は
正
副
と
も
に
,
そ
の

写
し
を
添
付
す
る
こ
と
｡

２
代
理
人
に
よ
っ
て
審
査
請
求
を
す
る
場
合
は
,
代
理
人
資
格
証
明
書

（様
式
第
２
号

）を
添

付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
二
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
代
理
人
に
よ
っ
て
審
査
請
求
を
す
る
場
合
に
用
い
る
こ
と
｡

２
審
査
請
求
を
取
り
下
げ
る
権
限
又
は
裁
決
の
送
達
を
受
け
る
権
限
を
委
任
し
な
い
場
合
に
は

,

（

）内
の

「審
査
請
求
を
取
り
下
げ
る
権
限

」又
は

「裁
決
の
送
達
を
受
け
る
権
限

」の

文
言
を
抹
消
す
る
こ
と
｡

様
式
第
三
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と
｡

「審
査
請
求
人

（処
分
者

）の

「審
査
請
求
人

（処
分
者

）の

様
式
第
四
号
中

を

に
氏
名

印

」

氏
名

」

改
め
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
審
査
請
求
人
の
数
が
多
い
場
合
は
,
審
査
請
求
人
の
氏
名
欄
は

「○
○
ほ
か
何
名

」と
し
て

,
他
の
審
査
請
求
人
は
別
紙
に
記
名
す
る
こ
と
｡

２
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

様
式
第
五
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
か
ら
（
注
３
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
代
理
人
を
選
任
し
な
い
場
合
に
は
,
な
お
書
き
を
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
代
理
人
を
変
更
す
る
場
合
に
は
,
な
お
書
き
を
抹
消
し
た
上
で
,
代
理
人
選
任
届
を
提
出
す

る
こ
と
｡

３
こ
の
審
査
請
求
承
継
届
に
は
,
承
継
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
六
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
こ
の
審
査
請
求
不
承
継
届
に
は
,
相
続
関
係
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
七
号
中
「審

査
請
求
人
の
氏
名

印

」
を
「審

査
請
求
人
の
氏
名

」
に
改
め
、
（
注



１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
審
査
請
求
の
一
部
を
取
り
下
げ
る
場
合
に
は
,
取
り
下
げ
る
部
分
を
記
載
す
る
こ
と
｡

２
審
査
請
求
を
取
り
下
げ
る
権
限
の
委
任
を
受
け
て
い
る
代
理
人
に
よ
っ
て
取
下
げ
を
す
る
場

合
に
は
,
審
査
請
求
人
の
氏
名
欄
に
代
理
人
が
記
名
す
る
こ
と
｡

様
式
第
八
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
か
ら
（
注
３
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
修
正
の
内
容
欄
は
,
処
分
の
修
正
の
場
合
に
限
り
記
載
す
る
こ
と
｡

３
処
分
を
取
り
消
し
た

（修
正
し
た

）こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
九
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
審
査
請
求
を
取
り
下
げ
る
場
合
は
,
審
査
請
求
取
下
申
出
書

（様
式
第
７
号

）を
提
出
す
る
こ

と
｡

様
式
第
十
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
判
決
書
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
十
一
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
中
断
を
申
し
立
て
る
事
由
は
,
具
体
的
か
つ
詳
細
に
記
載
し
,
そ
の
事
由
を
証
明
す
る
資
料
が

あ
れ
ば
添
付
す
る
こ
と

｡

様
式
第
十
二
号
中
「印

」
を
削
る
。

「併
合
に
係
る
審
査
請
求
人
の

「併
合
に
係
る
審
査
請
求
人
の

様
式
第
十
三
号
中

を

に

氏
名

印

」

氏
名

」

改
め
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
併
合
に
係
る
審
査
請
求
人
全
員
が
記
名
す
る
こ
と
｡
併
合
に
係
る
審
査
請
求
人
の
数
が
多
い

場
合
は
,
併
合
に
係
る
審
査
請
求
人
の
氏
名
欄
は

「○
○
ほ
か
何
名

」と
し
て
,
他
の
審
査
請

求
人
は
別
紙
に
記
名
す
る
こ
と
｡

様
式
第
十
四
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
審
査
請
求
を
取
り
下
げ
る
権
限
又
は
裁
決
の
送
達
を
受
け
る
権
限
を
委
任
し
な
い
場
合
に
は
,

（

）内
の

「審
査
請
求
を
取
り
下
げ
る
権
限

」又
は

「裁
決
の
送
達
を
受
け
る
権
限

」の
文
言

を
抹
消
す
る
こ
と

｡

様
式
第
十
五
号
中
「印

」
を
削
る
。

様
式
第
十
六
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と

｡

様
式
第
十
七
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
変
更
申
立
て
の
理
由
は
,
具
体
的
か
つ
詳
細
に
記
載
し
,
そ
の
理
由
を
証
明
す
る
資
料
が
あ
れ

ば
添
付
す
る
こ
と

｡

様
式
第
十
八
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と
｡

様
式
第
十
九
号
及
び
様
式
第
二
十
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と

｡

様
式
第
二
十
一
号
中
「印

」
を
削
る
。

様
式
第
二
十
二
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
か
ら
（
注
３
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
こ
の
様
式
は
,
審
査
請
求
人

（処
分
者

）が
所
持
す
る
証
拠
資
料
を
提
出
す
る
場
合
に
用
い

る
こ
と
｡

２
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

３
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と
｡

様
式
第
二
十
三
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と
｡

様
式
第
二
十
四
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と
｡

様
式
第
二
十
五
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
出
席
で
き
な
い
事
由
は
,
具
体
的
か
つ
詳
細
に
記
載
し
,
そ
の
事
由
を
証
明
す
る
資
料
が
あ

れ
ば
添
付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
二
十
六
号
中
「印

」
を
削
る
。

「証
人

（当
事
者

）の

「証
人

（当
事
者

）の

様
式
第
二
十
七
号
中

を

に
、

氏
名

印

」

氏
名

」

「あ
た
っ
て
は
,
署
名
押
印
し
た

」
を
「当

た
っ
て
は
,
署
名
し
た

」
に
改
め
、
（
注
１
）
か
ら
（
注
３

）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

２
宣
誓
書
に
つ
い
て
は
,
様
式
第
２
６
号
に
よ
る
こ
と
｡

３
当
事
者
が
口
述
書
を
提
出
す
る
場
合
は
,
宣
誓
書
の
提
出
は
不
要
で
あ
る
こ
と
｡

様
式
第
二
十
八
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と

｡

様
式
第
二
十
九
号
中
「印

」
を
削
る
。

様
式
第
三
十
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
不
要
な
文
言
は
,
抹
消
す
る
こ
と
｡

様
式
第
三
十
一
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
１
）
及
び
（
注
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注

１
代
理
人
に
よ
っ
て
再
審
の
請
求
を
行
う
場
合
は
,
代
理
人
資
格
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
｡



２
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と
｡

様
式
第
三
十
二
号
中
「印

」
を
削
り
、
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
提
出
部
数
は
,
正
副
各
１
通
と
す
る
こ
と

｡

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
手
続
規
程
の
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
手
続
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間

、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
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